
１. はじめに

高齢社会に向かい健康と生きがいを志向したアウトドア活

動が盛んになっている｡ 特にパークゴルフは北海道で生まれ

た新しいスポーツとして, 手軽で健康増進, 気分高揚にも役

立つことから高齢者だけでなく, 車イス使用者の大会も催さ

れるなど, 障害を持つ人の間にも徐々に普及してきている｡

このため, 多様な身体機能を持つ多くの人に楽しんでもらえ

るような, 使いやすいパークゴルフの施設・設備づくりが求

められている｡

図１はパークゴルフの効能と設備等の開発の意義を示した

ものであるが, UD的側面で施設設備等が充実すれば, 世代

間の交流や健康増進が図られ, また, 製造業・観光など地域

産業の活性化にもつながることを示している｡

本研究では, その実現に向けて, ユニバーサルデザイン

(UD)の視点から, パークゴルフ全般について実態調査やタ

スク分析などを通して見直し, 具備すべき設備・用具等を整

理した｡ またシステムの改善や設備開発に活用するため, タ

スク分析における個々のシーンごとにUD的側面から対応す

べき課題を洗い出し, 発想支援用のデータベースを作成した｡

さらに, これらのツールをもとにアイデア展開を試み, パー

クゴルフにおいてUD的な見地からの新しいシステムや設備

類の提案を行ったので報告する｡

２. パークゴルフにおけるユニバーサルデザインの実

態調査

UDの視点からパークゴルフの現状を把握するため, パー

クゴルフ場の障害者等の利用の現状を, 車椅子愛好家へのヒ

ヤリングや障害者の大会などから調べるとともに, パークゴ

ルフ場管理者へのアンケート調査を実施した｡

2.1 障害者等のパークゴルフの利用現状

研究を進めるにあたり, 障害者等のパークゴルフ参加の状

況や問題点の把握のため, 車椅子での愛好家へのヒヤリング

や障害者の大会調査などを行った｡ ヒヤリングでは, 車椅子

愛好家, パークゴルフをリハビリに活用している医師, パー

クゴルフ協会所属する障害者の大会の審判員, 管理者などか

ら, 現状や課題等の聞き取りを行った｡ 聞き取りは全般的な

話題とし, その中から, UD面に関連の有る項目についてま

とめた｡ 下記に車椅子の愛好者, パークゴルフの効能, 設備

等, コースとゲームの進行, 障害者の大会進行について分け,

それぞれの意見や状況を列挙した｡

○車椅子使用の愛好者について

(1) 全体的にはそれほど多いとは言えないが, 熱心に楽し

む人も多い｡

(2) 自分で車が運転できるなど, 体力的に自信のある人が
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図１ パークゴルフの効能と設備等の開発意義



楽しむ場合が多い｡

(3) 一般の大会に参加し, 上位に入るハイレベルの技能を

持つ人もいる｡

(4) 障害者の大会なども開かれており, 関心の高まりが見

られる｡

○パークゴルフの効能について

(1) 精神障害者のリハビリに活用した場合, 社会性が備わ

る｡

(2) 運動療法での応用では, 機能回復に一定の効果が見ら

れる｡

(3) 精神面でも効果があり, 明るくなる｡

(4) 冬季間には雪上コースなども設けられ, 運動不足の解

消に一役かっている(図２)｡

○コースとゲームの進行について

(1) 通常の芝生コースでは手動式車椅子を利用している｡

(2) パークゴルフ場によってはマウンテンバイク用タイヤ

を使用する場合が見られる｡

(3) コースがきついときはパスする場合もある｡

(4) 車椅子者の専用ルールが必要かも知れない｡ 現在はな

い｡

(5) ティーインググラウンドは車椅子対応でないものが多

い｡ 段差がある｡

(6) 障害者を配慮しすぎるとコースの魅力が無くなる(達成

感も必要)｡

(7) ボールを拾うのが大変｡ カップの中からは特に出しに

くい｡

(8) コースを移動中クラブがじゃまになる｡

(9) クラブは専用のものが必要(角度, 長さ, 重さ)｡

(10) 途中で雨が降ったりするとすぐに対応できず塗れたり

して大変である｡

(11) 玉の止まった地点によっては, スタンスが取りにくい

場合も多い｡

○設備等について

(1) 車椅子専用の駐車スペースが少ない｡

(2) トイレが使えない｡ 開口部等のスペースが狭い｡

(3) 更衣室, ロッカーが使いにくい｡ 狭い, 高いところは

使えない｡

(4) 施設を使う場合, 段差や坂などがありアクセスが大変

である｡

○障害者の大会進行について

(1) 視覚障害者には音で方向を知らせる｡

(2) ボランティアの協力で実施｡

(3) 車椅子での移動は介助者が必要な場合もある｡

(4) バンカーなどトラブルの場合, 適当に玉を移動させ打

つ場合もある｡

2.2 パークゴルフ場へのアンケート調査

パークゴルフ場管理者にに配慮した状況を知るため, アン

ケート調査を行った｡ 調査は平成16年度に道内にある86カ所

のパークゴルフ場に対し, 車椅子使用の愛好者の受け入れ状

況および設備状況等について, 電話で聞き取り内容をまとめ

た｡

図３は車椅子利用者の受け入れの状況および車椅子用トイ

レの有無についてのアンケート結果をまとめたものである｡

図のAは車椅子利用者の受け入れの状況をグラフ化したもの

で, ｢車椅子利用者には不向きなコース：54％｣, ｢受け入れ

たことがない：29％｣ という回答が寄せられた｡ 逆に, ｢受

け入れたことがある：29％｣, ｢障害者の大会を実施した経験

がある：17％｣ という結果が得られた｡ 車椅子用のトイレが

備わっているかの問いには, 図のBように ｢設置していない

77％｣, ｢設置してある23％｣ であった｡

施設が不向きや利用者がない理由としては, (1)コース起

伏が激しく, 車椅子利用者には適さない｡ (2)可能であるが,

他のプレーヤーに迷惑がかかる｡ (3)可能と思われるが, 利
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図３ パークゴルフ場のアンケート調査結果

図２ 雪上パークゴルフの様子



用者がいない｡ (4)介助者がいてプレーするなら受け入れる｡

などがあげられる｡ 車椅子用トイレの有無については, ｢河

川敷コースのため基礎を持つ本格的なトイレは置けない｡｣,

｢UD的な配慮は特に考えていない｡｣, ｢近くに車椅子対応の

トイレが使える｡｣ などの回答があった｡ 以上のことからも

現状のパークゴルフ施設は, UD的側面から考えると対応が

遅れており, 不十分と考えられる｡

３. タスク分析によるパークゴルフの分析

3.1 UD面からのタスク分析

UD的な側面からパークゴルフの課題を明確にするため,

パークゴルフ場に到着してから, ゲームスタートし, 終了ま

での一連の行動についてタスク分析を行った｡

図４は, 駐車場到着からパークゴルフの受け付けをしてス

タートといった流れを示したもので, 大まかにグループ化し

たタスクを基準におき, その下に位置するタスクそれぞれに

識別用の番号をつけ整理した｡

分析においては, UD面から検討するため, 個々の場面にお

いて一般利用者, 視覚不自由者, 聴覚不自由者, 動作不自由者,

体格上の相違者の５つの違う能力を持つプレーヤのグループわ

け, それぞれに対応する問題点や配慮事項を拾い出した｡ 表１

はパークゴルフ場においてトイレを使用する場合のタスク分析

の例を示したもので, それぞれの場面において身体能力の差で

生じる問題点および配慮事項をまとめている｡
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図４ パークゴルフの流れ

表１ タスク分析例

図５ データベースカードの例



タスク分析のデータはデザイン展開において発想支援用に活

用するため, マイクロソフト製アクセスのカード形式でデータ

ベース化を図った｡ 図５はカップの中の玉を拾うタスクのもの

でイメージを膨らませやすくするため, 関連する写真を配置し

た｡ また, 番号による各シーンの検索や配慮事項や解決案など

の追記ができるようにした｡ カード化することによりデザイン

上の問題点を把握しやすく, アイデア創出に活用できる｡ また,

多人数での判断といろいろな段階での活用が期待される｡

４. UDの視点による設備機器類のアイデア展開

実態調査やタスク分析から抽出したパークゴルフにおける

UD的配慮事項をもとに, 設備などのハード的要素とゲーム

進行などソフト的要素の抽出を行い, アイデア展開を進めた｡

アイデア展開に先立ち表２のようにパークゴルフ場で必要な

設備用具類および個人で使う用具類について, ゲームに直接

関係するもの, 特定個人のゲームに関係するもの, ゲームに

直接関係しないものに分類整理した｡ 特に, バンカーなどコー

スの構成要素についてはゲームの難易度やおもしろさなどに

関わることから, UD的な配慮については総合的に考える必

要がある｡

アイデア展開では, タスク分析で作成したデータベースを

発想支援に活用して, 下記の見地からイメージを膨らませた｡

・身体負担を少なくするための設備道具類の工夫｡

・アプローチやアクセスを容易にするための工夫｡

・障害に応じてボールの取り扱いを簡易にする工夫｡

・音や光などの感覚も活用して興味を高める工夫｡

・ゲームの進行を効果的にサポートする工夫｡

4.1 ティーインググラウンドの展開例

車椅子利用の愛好者や体力的ハンデを持つ人にとっても使

い易いティーインググラウンドの仕様を決めるアイデア展開

の例を示す｡

パークゴルフのティー

インググラウンドは,

国際パークゴルフ協会

の規定では,

1,300mm × 1,300mm

以上の面積が必要であ

り 1,500mm × 1,500

mm程度を推奨してい

る｡

図７のように車椅子

でプレーする場合最低

でも1,800mm×1,500

mmが望ましい｡

広くすることにより, スタンスの位置が自由に選べること

から, コースの攻略法のおもしろさも加わる｡

また, 一般に設置されているティインググラウンドは, 段

差のある場合が多く車椅子でのアクセスが難しい｡ 図６で示

すように, スロープをつけたティーインググラウンド板の製

品化も考えられる｡

4.2 パークゴルフクラブの展開例

パークゴルフのクラブは, ボールが高く上がらないようシャ

フトとフェース面の角度が90度と固定されているがシャフト

と底面のなすライ角については自由である｡ ライ角は車椅子

に座って打つ場合, 立って打つ場合と異なり, 大きくする必

要があるが, この角度を考慮したクラブはあまり見あたらな

い｡ 図８は, 身体機能の違いをカバーするクラブの検討をし

ているもので, 長さや角度が変更できるものが有効と思われ

る｡ このため角度と長さが調整可能な機構を考案し, 図９の
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表２ パークゴルフにおける設備用具類

図６ ティーインググラウンドの検討

図７ スペースの検討



ようなクラブの試作を行った｡ 角度変更機構の有効性の確認

を行ったが, 実用化に向けては, 強度面の改良が必要になっ

てくる｡

4.3 パークゴルフ設備用具類の展開

4.1, 4.2で示した例のようにパークゴルフ全般で必要な設

備用具類のアイデア展開を進めた｡ ここでは, 個人用具, 施

設用具, 設備類, システム・ソフトに分けてUD面から検討

した｡ 表３パークゴルフで使われる設備用具類の新しい機能

やシステムのアイデアを示したものである｡ 違った能力を持

つプレーヤが多く参加できるよう車椅子の貸し出しシステム

やUDパークゴルフ場の推奨制度などのソフト的なアイデア

も盛り込まれている｡

５. まとめ

パークゴルフについてUD的見地から, コース・施設・設

備・用具・システムなどのあり方について, 実態調査やヒヤ

リングを行い, 問題点等を抽出した｡ また, タスク分析をも

とに作成した発想支援用のデータベースはデザイン展開に活

用したが, 新たな用具類が発想できるなど有効であった｡ デ

ザイン展開の中では, パークゴルフ場における必要施設, 設

備, 用具類の分類整理を行い, 設備・用具類について, UD

的側面から新しい設備・用具類の提案を行い, 一部試作モデ

ルで実用性の検討を行った｡

本報告により, 違った能力を持つパークゴルフのプレーヤ

が増え, また楽しくプレーできる環境整備のための技術資料

となることを期待する｡
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図８ パークゴルフクラブの検討

図９ 試作パークゴルフクラブ

表３ UD対応設備用具類のアイデア




